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万松寺駐車場＆万松寺パーキングがさらに便利に！

駐車場精算機で
クレジットカードが

使用できます！

カードを入れるだけ！サイン不要の簡単精算

タッチるすだけで簡単精算！
電子マネー「楽天Ｅｄｙ」も使えます！

●  昼間（8：00 ～ 20：00）100 円 /15 分
●  夜間（20：00 ～ 8：00）　50 円 /30 分

★24時間最大（平日：1,100 円　土日祝：1,500 円）24時間

年中無休
■旧券の交換は管理事務所（万松寺ビル北館 1階）または万松寺境内の受処へ。

【お問合せ】

052-251-4543
（9時～ 18 時）

ご利用いただける
クレジットカード

発行：萬松寺　〒460-0011　名古屋市中区大須３-２９-１２　℡.052-262-0735

お問合せ

萬松寺萬松
ご祈祷・供養はご祈祷・供養は

◆十一面観世音菩薩：先祖供養、水子供養

◆身代り不動明王：厄除け、無病息災、身体健全

◆白雪稲荷：商売繁盛、家内安全

病気平癒、災難消除

各種ご祈祷を受け付けております。

ご祈祷の受付は午前１０時～４時半まで。

毎月２８日はお不動さんの縁日

午後六時～、境内にて織田信長公ゆかりの由緒を伝える

「身代り餅つき」が行われ、参拝客の方々に振舞われます。

からくり人形『信長』は午前 10時～２時間おきに毎日５回上演しております。雨天強風の際は上演されません。

※2014 年 4/1 より改定しました。

お守り 仏壇に納めましょう。もし仏壇がなければ、そ

れ以外の場所でも、棚の上などをきれいに整え、

目線より高い場所に南向きか東向きの高い場所

に祀るのも良いです。ご先祖の霊の安穏と、ご

家族の無事を願って日々手を合わせてください。

絵馬（えま）は、神社や寺院に祈願

するとき、あるいは祈願した願い叶っ

たときに、謝礼として奉納する、絵

が描かれた木の板です。昔は本物

の馬を奉納していたそうですが、そ

れが木製の馬になり、やがて板に描

いた馬の絵になりました。絵馬に願

い事を書く場合は、裏側に願い事と

名前を書きましょう。また名前だけで

なく、生まれた年の干支、性別、数

え年を書くのもいいでしょう。

破魔矢は邪気や悪霊が入ってくる悪い

方角を打祓うものです。飾り方は、本

来は鬼門や裏鬼門、またその時々の

凶方向に先を向けて配置するのが正式

ですが、心の中で邪気に向け破魔矢

を射るとの意味合いで飾っても良いで

すので、どんな方向でも大丈夫です。
おみくじ

おみくじとは吉凶を占うために引く籤（くじ）で、当山

では大吉―吉―半吉―小吉―末吉―末小吉－凶の順

番です。凶を引いて落ち込まれる方もいますが「今以

上に悪くなる事はない」という前向きな捉え方も出来

ますので、あまり悪く考えすぎないように。引いた後の

みくじは、当山では専用の「みくじ掛け」に結んで下

さい。また凶のみくじは自分の利き手とは反対の手で

結ぶ事で「難行苦行をして凶を流し吉に転ずる」との

説もあります。大吉、中吉など吉と書いてあるおみくじ

は、身に着けて持ち歩くのも良いでしょう。いずれに

しても、吉か凶かだけを見るのではなく、書いてある

内容をよく読み、心する事が大切です。

縁起物 engimono
縁起物（えんぎもの）とは、よい事があ

るようにと祝い祈るための品物。一年間

守っていただいた事に感謝して、新しい年

に新しいお札やお守りに交換しましょう。

破魔矢

絵馬

ema

omamori
hamaya

お札

omikuji

ofuda

お守りは持ち歩きのできる守護の札ですが、厄難消

除、身体健全、交通安全、学業合格、恋愛成就など

多くの種類があります。最近は根付やストラップのよ

うな形も多いですが、お願いに合うお守りを選ぶと良

いでしょう。いつも身に着けているからこそ、お守りな

のですが、持ち歩かない場合は、目に付く場所へ出

して、なるべく高い場所へ置きましょう。 

【
除
夜
の
鐘
】
一
〇
八
は
煩
悩

（ぼ
ん
の
う
）
の
数
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
撞
く
ご
と
に
煩

悩
が
一
つ
消
え
る
よ
う
に
願
っ
て

撞
き
ま
す
。
煩
悩
は
闇
に
も
た

と
え
ら
れ
ま
す
が
、
煩
悩
の
闇

を
除
き
、
新
た
な
心
で
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

【
大
掃
除
】
煩
悩
と
同
じ
よ
う

に
塵
や
埃
も
積
も
る
も
の
で
す
。

普
段
で
き
な
い
所
や
隅
々
ま
で

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

仏
壇
は
き
れ
い
な
布
で
丁
寧
に

清
め
ま
す
。
心
の
塵
や
埃
も
払

わ
れ
、
さ
わ
や
か
な
気
分
で
年

を
越
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
初
詣
】
お
正
月
は
特
に
、
何

事
も
初
め
て
を
意
識
で
き
る
日

で
す
。
煩
悩
が
払
わ
れ
心
も
ま
っ

さ
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
素

直
な
気
持
で
、
ご
本
尊
、
そ
し

て
ご
先
祖
さ
ま
に
手
を
合
わ
せ

お
か
げ
を
感
謝
し
、
新
年
の
無

事
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

【
お
節
料
理
】
お
節
料
理
と
は
、

端
午
や
七
夕
な
ど
季
節
の
節
目

の
日

（
節
句―

せ
っ
く
）
に
神

前
に
供
え
た
料
理

（
節
供―

せ

ち
く
）
の
こ
と
で
す
。
節
日
は

年
に
何
回
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
最
も
重
要
な
の
が
正
月

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
月
料
理

を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【ご
祈
祷
を
受
け
、
お
札
を
新

し
く
す
る
】
当
山
で
は
元
日
と

二
日
に
開
運
成
就
、
災
難
消

除
、
交
通
安
全
、
家
内
安
全

な
ど
各
種
御
祈
祷
を
す
る
初
詣

大
般
若
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
渡
し
す
る
お
札
は
そ
の
祈
念

の
お
礼
で
す
の
で
、
ご
先
祖
の

霊
の
安
穏
と
、
ご
家
族
の
無
事

を
願
っ
て
日
々
手
を
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古
い
お
札

は
お
寺
に
持
参
し
、
お
焚
き
上

げ
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
迎
え
方

新
し
い
年
、
幸
せ
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
仏
教
に
お
い
て

年
末
年
始
の
行
事
と
そ
の
心
構
え
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
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平成二十七年 萬松寺 年間行事予定
納骨堂の行事・供養など予定は、各納骨堂までお問合せ下さい。

日にち 曜日 行　事 時　間 御利益・内容

1月1日 木

1月2日 金

1月5日 月 初稲荷大祭 午前１１時～午後２時 商売繁盛、事業繁栄、五穀豊穣などの祈祷会。

2月3日 火 節 分 会 正午～午後５時 厄除け豆まき、星祭

3月3日 火 信 秀 忌 午前１１時 信長父 織田信秀公 報恩供養

3月8日 日 東日本大震災物故者追善供養 午前１１時 震災物故者の追善法要と防災訓練の一環としての炊き出し

3月31日 火 初 午 会 午前１１時～午後２時 商売繁盛、事業繁栄、五穀豊穣などの祈祷会

5月28日 木 春期不動明王大祭 午前１０時～午後３時 災難消除、病気平癒、無病息災、身体健全、交通安全、家内安全などの祈祷会

8月12日 水 迎え火 午後６時 お盆迎え火

8月15日 土 送り火 午後６時 お盆送り火

8月20日 木 （旧暦）七　夕 午後５時 境内の笹飾りに吊るした諸願を旧暦の七夕に祈祷

8月24日 月 山門施食会 午後１時～午後３時 先祖供養

9月28日 月 秋期不動明王大祭 午前１０時～午後３時 災難消除、病気平癒、無病息災、身体健全、交通安全、家内安全などの祈祷会

12月6日 日 スジャータ祭 午後1時 釈迦が悟りを開いた日を記念した法要

12月31日 木 除夜法会 午前０時 年忘れ 除厄・家内安全

初詣大般若会 午前１０時～午後４時 開運成就、災難消除、交通安全、家内安全などの開運祈祷会

　
平
成
二
十
六
年
、
当
山
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
職
が
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
本
山
で
焼
香

師
の
大
役
を
務
め
た
年
と
な
り
、
ま
た
本
堂
に
は
新
た
な
納
骨
堂
「
天
聚
閣
（
て
ん
し
ゅ
か

く
）」
を
建
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
「
聚
」
の
字
に
は
「
あ
つ
ま
る
」
の
意
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
に
集
（
つ
ど
）
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
支
え
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
年
へ
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
旧
年
へ
の
感
謝
と
新
年
へ
の
祈
り
を
込
め
て

平成２６年もたくさんの方々に集っていただきました。【上段】（右）東日本大震災以降、毎年行っている炊出し訓練にて、商

店街の方々。（中）商店街「春まつり」にて、大須発アイドルユニットＯＳ☆Ｕと大須のキャラクター達が集合。（左）日本の

歴史文化に精通するタレントのクリス・グレンさんと住職の講演会が当山にて行われる。【中段】（右）米・マサチューセツ

芸術大学とシンシナティ大学の学生が大須の視察で当山にも。（中）名古屋おもてなし武将隊、三英傑が境内に集結！テレビ

愛知の番組ロケにて。（左）やっとかめ文化祭「まちなか寺子屋」の会場に。【下段】（右）青色 LED がノーベル賞を受賞

後「LED を使った納骨堂」として、多くのテレビ番組で紹介された水晶殿。（中）スジャータまつりにて。司会の加藤タクヤ

さんとスジャータ姫に扮してくれた応援アイドルＢＳＪ。WBC ムエタイ世界スーパーライト級王者大和哲也さんも飛び入り参加。

（左）CBC「まちイチ」の取材。タレントの森下千里さんとアナウンサーの小堀勝啓さんと。平成２７年 1 月放送予定。

集
新しい年の干支は乙未（きのとひつじ）。
噴火、大雨、大雪への備え、そして胃
腸にやさしい年にしましょう。
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